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論文内容の要旨
【背景】
　近年、新たな感作経路による食物アレルギーとして経皮感作による食物アレルギーの報
告が増加しているが、その長期予後を追跡した報告は少ない。
【目的】
　経皮・経粘膜感作食物アレルギーの発症要因と予後について検討する。
【対象・方法】
１．魚を扱う仕事に従事し始めた後、経口魚アレルギーを発症し、その原因抗原がパルブ
アルブミンであると同定した２例
２．加水分解コムギ（グルパール19S：以下GP19S）に感作された経口小麦アレルギーと診
断し、２年以上経過観察をした45例
上記に対して臨床症状及び血清学的に経過と予後を検討した。
【結果】　
１．魚アレルギーの２例はともにアトピー性皮膚炎と手湿疹があり、皮膚バリア機能が低
下していた。診断後、魚への接触や摂取を避けることで重篤な症状は生じていない。
２．小麦アレルギー45例のアトピー性皮膚炎の合併率は18%であった。
　臨床症状（経過中最も重篤だった症状）は、顔面のみの蕁麻疹が12例（27%）、全身蕁麻疹
が15例（33%）、皮膚を超えた症状が13例（29%）、アナフィラキシーショックが５例（11%）
であった。当科最終受診時には、45例中21例（47%）は制限なく小麦製品を摂取しており、
19例（42%）は摂取量や摂取後の運動に制限を加えながら摂取していたが、５例（11%）は症
状の誘発が怖いため摂取を回避していた。摂取している40例中、最終受診時にも症状が出
現することがあるのは７例あり、１例は全身の蕁麻疹と呼吸苦を生じることがあったが、
５例は顔面のみの蕁麻疹、１例は全身蕁麻疹であり、全体的に重篤な症状はほとんど生じ
なくなった。
　診断時の症状の重症度とグルテン、GP19S特異的IgE値は相関を認めた（p<0.01）。しか
し、最終受診時に小麦摂取時に臨床症状がある群と症状がない群を比較したところ、特異
的IgE値に有意な差を認めなかった（グルテン:p=0.63、GP19S:p=0.41）。
　グルテン、GP19Sの特異的IgE値を経時的に追跡した結果、診断時、１年後、２年後と
経過するにつれて、45例で有意な低下を認め（P<0.01）、摂取を継続している21例では有意
な低下を示した（p<0.001）が、摂取制限している19例では低下していたが有意な差は認めな
かった（p>0.05）。
【考察】
　魚アレルギーの２例では、アトピー性皮膚炎を持つ患者が、頻回の手洗いと湿潤環境で
魚を素手で扱ったため、角層のバリア機能障害を生じたことが経皮感作を起こした要因と
考えた。
　一方、小麦アレルギーの症例ではアトピー性皮膚炎の合併率は18%に留まり、皮膚バリ
ア機能障害がない患者にも経皮・経粘膜感作を生じていた。本事例を経時的に検討した結
果、摂取をしている40例では１例を除き重篤な症状の誘発はなくなり、グルテンとGP19S
の特異的IgE値は全体で、また小麦摂取群で有意に低下を認めた。このように、原因となっ
た加水分解コムギへの経皮吸収を抑制すれば、小麦摂取の有無に関わらず抗体は減少しア
レルギー症状が改善する可能性が示唆された。
【結語】
　魚の経皮感作食物アレルギーの発症要因として、皮膚のバリア機能障害がリスクファク
ターであった。診断後は魚への接触と摂取制限をすることで、アレルギー症状の誘発は認
めていない。
　GP19Sによる経皮・経粘膜感作症例では、皮膚のバリア機能障害の有無に関わらず
GP19S含有石鹸を連用することにより感作が成立した。GP19Sのように人工的に作られた
ものにより感作された場合、抗原への接触を中止することにより、多くの症例で抗体は減
少し摂取が可能になることが示唆された。
論文審査結果の要旨
　食物アレルギーにおいて経皮・経粘膜感作が注目を集めている。本研究は、その発症要
因と予後について、魚で経皮感作され、魚を摂取することで食物アレルギーを発症した２
症例と、加水分解コムギ末グルパール19S（GP19S）で経皮・経粘膜感作された45症例を対
象に行った臨床研究である。
　魚アレルギー２症例は、ともに手湿疹を有するアトピー性皮膚炎の患者であり、魚を扱
う仕事のため繰り返し抗原が侵入し特異IgE抗体が産生され、魚摂取による食物アレルギー
が惹起されている。皮膚バリア機能障害がリスクファクターになったこと、魚の接触と食
事摂取を制限して、アレルギーの誘発はその後ないことを明らかにしている。
　一方、GP19Sは石鹸に含まれ、皮膚バリア機能障害の有無に関わらず、その連用によっ
て経皮・経粘膜的に感作が成立したことを明らかにした。当該石鹸の使用中止後２年以上
詳細な経過を追った結果、21例（47%）は制限なく、19例（42％）は摂取量や運動に制限を加
えながら小麦製品の摂取が可能となっていた。すなわち、人工的な加水分解コムギの経皮・
経粘膜感作では、使用中止で多くの症例で抗体は減少し、摂取も可能になることを示した。
　本研究は、経皮・経粘膜感作食物アレルギー多数例において、抗原回避により食物摂取
が可能になる経過を詳細に検討しており、その社会的意義は大きい。
　以上より、本研究は学位授与に十分値するものと評価された。
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